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長期維持管理技術委員会の報告
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実施状況と目標
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H26年

大規模更新・修
繕事業計画策定

H27年

劣化予測モデル
LCC評価モデル

(鋼床版)

劣化予測モデル
LCC評価モデル
(PC桁、RC床版)

H28年

健全度評価手法改良検討

H29年

詳細調査結果等
を踏まえたモデ
ルの精緻化

(PC桁、RC床版)

H30年～

マネジメントシス
テム高度化目標

健全度指
標の改良

劣化モデル
の改良

大規模修
繕を考慮し
たLCCの検
討

優先度評
価手法の
検討

① 損傷と橋梁性能のひも付けと点数化
② 保有リスクと橋梁性能とのひも付け

① 補修後再劣化モデルの構築
② 性能単位の劣化モデルの構築
③ 保有リスクの増大予測
④ 劣化モデル自体の改良

① 大規模修繕・更新を考慮した最
適維持管理政策の導出

② 大規模修繕・更新対象箇所導出

① 保有リスクに着目した
対策優先度

新たな
H-BMS

データ蓄積に
よる精度向上
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これまでの経緯

健全度指標の改良

定期点検項目と部材性能、
橋梁性能とのひも付け

性能に影響を与える
点検項目の精査

部材性能に基づく
橋梁性能評価方法の検討

検討項目 検討内容

健全度指標の改良
構造物の性能を踏まえた健全度評価指標
の検討

①定期点検の点検項目と、部材性能、橋梁性能とのひも付け
②性能に影響を与える点検項目の精査
③部材性能に基づく橋梁性能の評価方法の検討
④リスク評価と橋梁性能との比較の実施

劣化予測の改良

補修後の再劣化モデルの検討 ①損傷IDに着目した補修前後の劣化モデルの検討

長期予測が可能な劣化モデルの検討
①性能ごとの劣化予測
②保有リスクの増大予測
③劣化モデル自体の改良

大規模修繕・更新箇
所の抽出技術

健全度と劣化速度による事業対象箇所評
価

①「健全度指標の改良」、「劣化予測の改良」の検討結果に基づきラ
イフサイクルコスト評価による事業対象箇所評価

多面的な評価による事業対象箇所評価 ①リスク評価による対策の必要性評価と、優先順位の検討

大規模修繕・更新箇所の抽出技術劣化予測の改良

検討の流れ

性能ごとの劣化予測

損傷IDに着目した補修前
後の劣化モデルの検討

保有リスクの増大予測

「健全度指標の改良」、「劣化
予測の改良」結果に基づき、
ライフサイクルコスト評価によ
る最適対策方法の検討

リスク評価による対策の必要性
評価と優先順位の検討

大規模修繕を考慮した
LCC評価検討

優先順位評価手法検討

平成26年度検討内容

リスク評価と橋梁性能との
比較の実施

劣化モデル自体の改良

今年度検討内容
PC桁、RC床版を対象
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施工

外力

環境

設計

施工

材料

PC ポステン T桁

外
的
要
因

内
的
要
因

防水層の施工有無

交通荷重の繰り返し，過積載車両

凍結防止剤，腐食因子供給(水,酸素)

上縁定着の有無

グラウト充填不良

骨材(ASR),内在塩分,防水材料

PC桁の検討
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ＰＣ主桁シース露出 ＰＣ主桁その他 ＰＣ主桁はく離･欠落 ＰＣ主桁ひびわれ0.1～0.2

ＰＣ主桁ひびわれ0.1未満 ＰＣ主桁ひびわれ0.2以上 ＰＣ主桁空洞 ＰＣ主桁支承付近の損傷

ＰＣ主桁跡埋ｺﾝｸﾘｰﾄ損傷 ＰＣ主桁定着部露出 ＰＣ主桁鉄筋腐食 ＰＣ主桁鉄筋露出

ＰＣ主桁豆板 ＰＣ主桁補修箇所の損傷 ＰＣ主桁漏水･遊離石灰

主桁ひび割れ
が増加傾向

【PC桁の損傷発生の推移】

支間中央桁端側 桁端側

支間中央部では，下フランジの損傷が多い

（１０４/１２５件 ８３％）

桁端側では，Webの損傷が多い
（８２／８３件 ９９％）

桁端側では，Webの損傷が多い
（８２／８３件 ９９％）

路面排水の浸入 路面排水の浸入

【想定される損傷発生原因】

損傷発生状況から上縁定着部からの水の
浸透によるPC鋼材の損傷の疑い

【想定したPCポステンT桁劣化要因と劣化モデル】

損傷発生状況や相関分析等の結果からPCポステンT桁の損
傷要因を外的・内的な視点で整理、重回帰分析により主
桁ひび割れの劣化予測を実施

PCポステンT桁の主桁ひび割れが増加

【PCポステンT桁のシナリオ】

低下した耐荷力の回復が必要

補修シナリオがLCC評価により設
定されない

劣化予測に基づく対策優先度評
価を実施
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RC床版の検討

【RC床版の損傷発生の推移】

鋼板補強による損
傷発見数の減少

鋼板補強数増加と
経年による損傷発
見数の増加

交通荷重による疲労を想定した損傷発生状況分析の結果からは、疲労と関連のある損傷を
明確化できず

【想定したRC床版劣化要因と劣化モデル】 【RC床版のシナリオ】

交通荷重との相関
を見出せない

疲労以外にも損傷
要因があり、交通荷
重との相関を見出
せない

亀甲状ひびわれ(補強前床版)の損傷の推移 不良音(補強済床版)の損傷の推移

点検項目(損傷)で定義した耐
荷力評価指標に対して、確率
モデルで劣化予測を実施
(劣化要因を説明変数に設定)

定性的な評価に基づき、
RC床版の劣化要因を整理

RC床版の損傷要因

RC床版の劣化モデル

3つのシナリオで径間単位でLCC評価
シナリオ1：鋼板再接着
シナリオ2：増設縦桁＋通常修繕
シナリオ3：床版更新＋通常修繕

未補修床版 補修済床版

外的
要因

施工
舗装打ち替え時の床版上面切削
防水層施工の有無

舗装打ち替え時の床版上面切削
防水層施工の有無

外力
交通荷重の繰り返し載荷
過積載車両

交通荷重の繰り返し載荷
過積載車両

環境 雨、飛来塩分、凍結防止剤 雨、飛来塩分、凍結防止剤

内的
要因

設計
適用示方書(基準)
床版種別

補修前適用示方書(基準)
床版種別、継手の処理

施工 施工精度 鋼板の接着の程度

材料
骨材(含ASR)、内在塩分 骨材(含ASR)、内在塩分
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シナリオ2が選択される
ケースが最も多い

※堺S-143を基に試算した例

まとめと今後の予定
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平成28年度検討のまとめと今後の検討方針(案)

【PC桁】
• PC桁の損傷発生状況を踏まえ、PCポステンT桁の主桁ひび割れに着目した劣化予測モ

デルを構築し、対策優先順位を評価
• 構造物の健全性を適切に評価するために、外観目視点検結果とPC鋼材の損傷との関

係について分析が必要

【RC床版】
• RC床版で想定される損傷要因を踏まえ、劣化予測モデルを構築し、ライフサイクル

コスト評価モデルを構築
• 鋼板接着済床版については内部で損傷している場合もあり、構造物の健全性を適切

に評価するため、外観目視点検結果と内部損傷の関係の分析が必要



参考）Ｈ29年度スケジュール（案）
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～H29.8 H29.9 H29.10 H29.11 H29.12 H30.1 H30.2 H30.3

構造に影響する要因整理

★

★

部材

防水時期と表面保護時期の差異による分析
（表面保護施工年-防水施工年の期間の整理）

点検結果と詳細調査結果との関連分析
（過年度及び大規模修繕事業で実施する詳細調査結果整理）

劣化予測モデル改良

R
C
床
版

劣化予測モデル改良

要注意箇所の抽出　⇒　補修優先度設定

点検結果と詳細調査結果との関連分析
（大規模修繕事業で実施している詳細調査結果）

防水時期と表面保護時期の際による分析
（表面保護施工年-防水施工年の期間の整理）

P
C
桁

スケジュール

特異データの詳細分析
（特異データ（東S296，松S27）の詳細分析）

項目
（具体実施内容）


